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法・教育実習などを含む授業を履修した（村山 1970）。明治 11年 4月に帰国、
その後東京師範学校に勤め、教員あるいは校長として東京師範学校・高等師
範学校・女子高等師範学校に奉職し、師範教育に携わった。





























生徒ヲ教授セシム」とある（東京師範学校 1981、11）。明治 8年 9月の改正教
則では、科目名が「実地授業」と変更される。その内容は「附属小学生徒ヲ教
授セシム」とある。学年は第一級つまり第二学年後半期で、最終学期に配当
されている（東京師範学校 1981、18）。明治 10年 7月の改正教則においても、
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